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研究成果の概要（和文）： 10 種類の話者役割タイプの特定と，それらの取得レパートリを
測定する尺度を作成した。グループ・ディスカッション実験を実施し，メンバーの話者役割レ
パートリとチーム・パフォーマンスとの関係について検討した。その結果，メンバーの役割取
得については，集団圧力が強い集団では，全員が貢献的な役割取得パターンを示したのに対し，
圧力の弱い討議集団では，メンバーは自らの役割レパートリに応じた役割を取得した。チーム・
パフォーマンスについては，貢献的役割を斉一的に取得したチームほど，高いパフォーマンス
を示した。以上，「課題解決に向けた集団圧力を高めることで，貢献的な役割の斉一的な取得が
促される。それにより，チームのパフォーマンスは向上する」という集団力学的メカニズムが
明らかになった。 

研究成果の概要（英文）： 10 types of discussant-roles were identified and the Discussant-roles 

Repertoire Estimation Scale (DRES) was developed. And, a group discussion experiment was 

conducted to test the relation between members' repertoire and the team performance. About 

members’ role acquisition, the all members in the teams with strong group pressure acquired 

contributive roles. On the other hand, the members in the team with weak pressure acquired roles 

according to his/her own repertoire. About team performance, the team in which members acquired 

uniformly contributive roles showed high performance. The findings suggest the group dynamics 

mechanism, “building the group pressure on task solution will urge team members to acquisition 

contributive roles. Thereby, team performance will improve”. 
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1．研究開始当初の背景 

【本研究の特色】 社会心理学において行わ
れてきた会話コミュニケーションに関する
研究の多くは，話者の発話行動という個の側
面，または集団のパフォーマンスという全体

の側面について論じてきた。その中で，本研
究案を含む話者役割に関する研究は，集団に
位置づけられたメンバー間で生じる相互影
響，すなわち“集団内での調整行動”に力点を
置いている点が特徴である。役割取得とその
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役割に応じて表出される行動は個人の行動
ではあるが，集団内で絶えず調整・修正・変
容が行われる。この集団内の力動性から話者
の行動の特有性とパフォーマンスを捉える
本研究案の視点は，グループ・ディスカッシ
ョンに関する研究分野に対して，独自の知見
を提供するものと期待される。 

そして，本研究の第 1 目的である話者役割
の分化と調整のプロセスは，討議の展開およ
びパフォーマンスを予測する手段へと発展
する。グループ・ディスカッションは，社会
のあらゆる場面で見られる一般的かつ重要
な相互作用の様式である。その効果性の向上
につながる本研究案は，社会心理学を含む複
合的学術領域に留まらず，実社会に貢献しう
る重要な研究である。 

【これまでの研究で得られた知見】 これま
での取り組みの中で明らかにされた，話者の
コミュニケーション行動の独自性という“行
動”に関する知見，コミュニケーション参与ス
タイルおよびコミュニケーション・スキルと
いう“特性”に関する知見，そして，リーダー
シップ行動や集団構造の変容といった“グル
ープ・ダイナミックス”に関する知見を，動的
観点から包括的に検討したのが‘08-‘09 研究
である。この研究により，これまで具体的な
研究ターゲットとはされてこなかった話者
の役割（4 系統 18 種）と各役割に特有の行動
（5 系統 26 メインカテゴリー70 サブカテゴ
リー）が特定されている。 

【話者役割タイプについて】 集団内の役割
に関して，リーダー以外の役割が注目される
ことはほとんどなかった。その中で，Benne & 

Sheats(1948)は 3 系統 27 種の役割を挙げてい
る。これらは’08-‘09 研究が特定した話者役割
タイプと，系統においては対応しているもの
の，個々の役割に目を向けると多くの点で異
なっている。その中でも顕著な違いは，Benne 

& Sheats(1948)の役割には集団内相互作用に
おいて重要な役割を果たす受動的な役割が
一切含まれていない点である。‘08-‘09 研究に
より特定された話者役割タイプは，これまで
行ってきた小集団会話実験の発話行動解析
や，コミュニケーション参与スタイルに関す
る調査研究で明らかになった知見とも合致
するものであることから，実際の話者役割を
網羅している妥当性の高い結果であると考
えられる。 

本研究案は上記で挙げた知見以外にも，こ
れまでに得られた多くの研究成果を基盤と
している。 

【当該研究の位置づけと意義】 本研究案は
話者役割の解明を目指す一連の研究計画の
中に位置づけられる。話者役割に関する研究
は，3 つのステップからなる。第 1 のステッ
プは“話者の独自性”であり，発話行動解析に
よって話者の発話行動をパターン化し，話者

役割の要素を行動面から特定することを目
的とする。その成果はすでに博士論文や複数
の学術論文にまとめられている。第 2 のステ
ップは“話者役割の動的変動”であり，‘08-‘09

研究が基盤となり，今回申請する本研究案の
第 1 目的が基幹となる。さらにこのステップ
は，討議集団の性質と討議パフォーマンスの
関係性について検討する第 3 ステップ“集団
レベルへの拡張”に向けた重要な研究となる。
また，本研究案の第 2 目的は，第 3 ステップ
である応用研究のパイロット研究として位
置づけられる。このように本研究案は‘08-‘09

研究を基盤として展開される連続性の高い
研究計画である。 

以上，本研究案は，話者の発話行動の特有
性を集団内の相互影響の中で捉える“話者役
割”という新しい概念をはじめ，複数の独自性
の高いアイディアを投入することで，グルー
プ・ディスカッションにおける力動性につい
て解明することを目的としている。 

 

2．研究の目的 

本研究案の目的は若手研究（B）(20730414)

の助成を受けて行われた研究（‘08-‘09 研究）
の知見を基盤に，実際のグループ・ディスカ
ッション場面における話者役割の分化と調
整のプロセス(第 1 目的)，および討議集団の
各メンバーが取得した話者役割の組み合わ
せである集団内構成がパフォーマンスに及
ぼす影響(第 2 目的)を，動的アプローチによ
り明らかにすることである。 

具体的な検討項目は，以下のとおりである。 

・話者役割の分化と調整のプロセス 

・話者役割取得レパートリと役割調整力が
集団討議中の発話行動に及ぼす影響 

・討議集団の役割構成がディスカッション
のパフォーマンスに及ぼす影響 

 

3．研究の方法 

研究展開は，はじめに話者役割取得傾向を
測定する話者役割レパートリ尺度を作成す
る。話者役割取得レパートリ尺度は，‘08-‘09

研究により得られた“どの役割がどの行動を
どの比率で表出するのか”というデータを元
に，行動に関する調査項目の得点から各役割
の取得率を算出するものである。取得率が高
い話者役割ほど，実際のグループ・ディスカ
ッションにおいてその役割を取得しやすい
ということを意味する。 

ただし，話者役割の取得においては，集団
内構成が大きな影響を及ぼすと考えられる。
たとえば，ある参加者が特定の話者役割につ
いて高い取得率を持っていても，他により高
い取得率を持つ者がいれば，後者が全体の流
れの中でその役割を取得することになると
予測される。 

さらにこのプロセスには，幅広い行動がで



きるかという話者役割取得レパートリの多
様性と，役割調整力（状況を適切に認識し，
自分のレパートリの中から最適なものを選
択する能力）の高さが影響すると考えられる。
これらが低い者は役割葛藤時に他の役割に
スムーズに移行することができないと考え
られる。もしも役割葛藤を起こしたメンバー
の双方が，話者役割取得レパートリが乏しく，
また役割調整力が低い場合は，対立が表面化
し，ディスカッションの展開や成果，また他
のメンバーの行動にネガティブな影響を及
ぼすことになるであろう。 

つぎに，集団討議中の話者役割の分化と調
整のプロセスの時系列的変化を明らかにす
るために，グループ・ディスカッション実験
を実施し，話者役割取得傾向と，実際のグル
ープ・ディスカッションにおける役割取得行
動との関連性について明らかにする。 

実験の結果を踏まえて，事前に参加者の話
者役割取得傾向を把握し，意図的に討議集団
を編成した実験を行うことで，話者役割の集
団内構成がパフォーマンスおよびディスカ
ッションの展開をどのように規定するのか
について明らかにする。 

 

4．研究成果 

【話者役割レパートリ尺度の作成】 はじめ
に，話者役割タイプの特定と，それを元にし
た話者役割取得レパートリを測定する尺度
を作成した。 

話者役割（Discussant-roles）に関する実験
や調査的手法を用いた研究において，大きな
枠組みとして，運営，能動，受容，消極とい
う 4 つの要素が一貫して見出されている。 

尺度作成において調査データを因子分析
した結果も同様に，4 因子の時点で累積寄与
率が 70%を超えた。各因子の項目数は，第 1

因子 42 項目，第 2 因子 21 項目，第 3 因子 19

項目，第 4 因子 12 項目，そして，いずれの
因子にも負荷しなかったのが 4 項目であった。 

そこで，各因子に負荷した項目ごとに因子
分析を行い，より詳細な話者役割の特定を行
った。項目を精選するために基準を引き上げ，
分析を繰り返した結果，全体分析の第 1 因子
42 項目は“要約者”，“討論者”，“批評家”，“妨
害者”に，第 2 因子は“広聴者”，“傾聴者”に，
第 3 因子は“傍聴者”，“抑制者”に，第 4 因子
は“司会者”，“調整役”にそれぞれ分かれた。 

4scales に分かれる 10subscales を討議参加
者の役割レパートリを判断する基準とした。
そして，10 種類の話者役割の取得傾向を測定
する 47 項目からなる尺度を“話者役割レパー
トリ基準 (Discussant-roles Repertoire Scales; 

DReS)”と命名した。個々人の話者役割のレパ
ートリは，10 役割の評定平均値の高低のパタ
ーンによって表現されることになる。 

【集団討議実験】 つぎに，グループ・ディ

スカッション実験を実施し，話者役割レパー
トリが役割取得行動に及ぼす影響，およびメ
ンバーの役割取得がチーム・パフォーマンス
の関係について検討した。 実験では，グル
ープ旅行のプランニング課題を課した。この
課題は，1 泊 2 日のグループ旅行を 5 人で話
し合い，旅程表にプランを記入するというも
のであった。 

実験後，討議映像を元に，実験協力者が討
議中の役割取得行動をコーディングした。ま
た，討議の質についても異なる実験協力者が
評価した。 

＜話者役割レパートリの予測力＞ Sjøvold 

(2006)は，成熟した集団ではメンバーが集団
機能の認知を共有し，斉一的に行動するため，
パフォーマンスのクオリティが高まると主
張している。一方，未成熟な集団は各メンバ
ーが自分の思い思いの役割に固執するとい
う。もしそうであれば，メンバーが同一の機
能を果たす成熟した集団では，個人要因が役
割の取得に影響しないことになる。 

上記の仮説を検証するために，役割ごとに
メンバーの役割取得頻度と 5 人全員の平均値
との差を求め，5 人の 10 役割すべての差の絶
対値を合計することで，役割取得における集
団の非斉一度を算出した。そして，この値が
全 19 集団の平均値より高い集団をメンバー
が思い思いに役割を取得した“個別集団”，
低い集団をメンバーが類似した役割取得パ
ターンを示した“斉一集団”とした。 

全集団を対象にしたとき，話者役割レパー
トリと実際の役割取得に明確な関連性は見
出せなかった。そこで，斉一集団と個別集団
の関連性を比較した。その結果，斉一集団は
個別集団に比べて，有意に相関係数が低いこ
とが確認された。この結果は，斉一集団のメ
ンバーは個人特性とは関係なく同一の行動
を取るのに対し，個別集団のメンバーは自ら
のレパートリに応じて役割を取得すること
を示している。 

以上，話者役割レパートリは，個別集団に
おいてのみ実際の集団討議における取得役
割を予測することが確認された。しかしなが
ら，集団に役割取得の斉一性の圧力がかかっ
ている場合は，レパートリとは対応しない役
割が取得されることが明らかになった。 

＜役割取得の斉一性とパフォーマンス＞ 
Sjovoid(2006)に基づけば，正答のない討議と
いう複雑な課題では，斉一的な集団の方が高
いパフォーマンスを示すことになる。そこで，
集団の斉一性がパフォーマンスに及ぼす影
響について検討を行った。 

はじめにパフォーマンスの分散に違いが
あるか確認するために F 検定を行った。その
結果，斉一集団ではパフォーマンスに大きな
ばらつきはなかったのに対して，個別集団で
は集団によってパフォーマンスに大きな違



いが見られた。つぎに，斉一性集団は個別集
団に比べて高いパフォーマンスを示すか検
証した。その結果，斉一集団は個別集団に比
べて有意にパフォーマンス得点が高いこと
が明らかになった。したがって，Sjvold(2006)

の主張が支持されたことになる。 

＜集団状況と役割取得パターン＞ 役割取
得の斉一性とパフォーマンスに関する結果
を受けて，集団状況によって話者役割の取得
パターンに違いがあるのかについて，追加分
析を行った。はじめに，討議実験に参加した
19 集団を，役割取得の斉一性とパフォーマン
スの高さで条件分けした。ただし，斉一集団
ではパフォーマンス低群に該当する集団は
見られなかった。一方，個別集団はパフォー
マンスによって高・中・低の 3 群に分かれた。 

これら 5 状況にある集団のメンバーがどの
ような話者役割を頻繁に取得していたのか
について検証した。はじめに斉一集団につい
ては，高いパフォーマンスを示した斉一集団
のメンバーは，能動系の要約者・討論者・批
評家，そして受容系の傾聴者を頻繁に取得し，
逆に傍聴者と抑制者をほとんど取得しなか
った。メンバーがこれらの役割を積極的に取
得し，奥行きのある議論を行ったことが，パ
フォーマンスのクオリティを高めたと考え
られる。特に討論者および傾聴者を取得し，
抑制者を回避するという複雑な課題が要求
する集団機能に合致した方針を，メンバーが
共有していたことが大きい。 

斉一性が高くても中程度のパフォーマン
スに終わった集団のメンバーは，高パフォー
マンス集団と同じくメンバー全員が討論者
を取得するという方針をシェアし，傍聴者の
取得を控える傾向にあった。しかしながら，
全体を調整する役割を果たすものがいなか
ったことが，パフォーマンスの質を制限した
と考えられる。 

この調整役の重要性は，個別集団において
顕著であった。個別集団でパフォーマンスの
高かった集団のメンバーは，多くの貢献的な
役割を取得せず，傍聴者や抑制者が多く取得
頻度していた。しかしながら，一部のメンバ
ーは調整役や要約者の役割を果たしていた。
このことがパフォーマンスの高さに大きく
影響していたと考えられる。個別集団でパフ
ォーマンスが中程度の集団が，ここの調整役
と要約者を除いて，ハイパフォーマンスの個
別集団とほぼ同様の取得頻度を示していた
ことも，この考察を支持している。 

＜集団凝集性と役割取得の斉一性＞ 同一
の集団討議課題を課したにもかかわらず，斉
一集団と個別集団に分かれた。では，集団討
議実験で集団の斉一性を分けた要因は何で
あろうか。Task 面では集団としての活動経験
は大きな影響力を持つであろうし，Social 

emotion 面ではメンバーの親密さや集団雰囲

気の良好さが大きな意味を持つであろう。参
加集団は，課題のために一時的に結成した集
団である。したがって，どの集団もこのメン
バーで継続的な課題解決をした経験はなく，
Task 面の差があったとは考えられない。そこ
で，Social emotion 的側面である凝集性に注目
し，集団の凝集性と斉一性の関連性について
検討を行った。 

分析の結果，凝集性が高い集団では斉一性
が高まり，それがパフォーマンスのクオリテ
ィを高めたことが分かった。この結果は，集
団の良好な人間関係が，全員一丸となって課
題に取り組もうという雰囲気を醸成したこ
とを示唆している。 

貢献的な役割をメンバーが斉一的に取得
するには，集団は高度に成熟していなければ
ならない。Sjøvold(2006)は，この集団の成熟
性を個人の状況適応性に還元している。
Hirokawa(1987)も，意欲，リソースへのアク
セサビリティ，パーソナリティやコミュニケ
ーション・スキルが重要であると述べている。
集団機能の認知と共有に関するこれらの主
張議論は，メンバー個人の能力論である。た
しかに，メンバーの意欲や能力が重要な役割
を果たすのは間違いない。しかしながら，個
人の非貢献的側面を抑制し，貢献的役割取得
パターンを取らせようとする集団の圧力に
よって斉一性が生じると考えるならば，個人
要因に説明の多くを求めるべきではない。 
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